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北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議

�

令
和
四
年
度
総
会
を
開
催

こ
の
た
び
会
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
、
神
奈
川
県
議
会
議

長
の
し
き
だ
博
昭
で
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ

き
、
北
方
領
土
返
還
と
い
う
大

き
な
目
標
に
向
け
て
、
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
年
十
一
月
に
設
立

し
た
こ
の
県
民
会
議
も
、
今
回

で
三
十
八
回
目
の
総
会
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
北
方

領
土
返
還
に
向
け
た
会
員
の
皆

様
の
熱
意
と
長
年
の
御
努
力
に
、

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
御
承
知
の
と
お
り
、

本
年
二
月
以
降
、
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略

が
続
き
、
多
く
の
方
々
が
お
亡

く
な
り
に
な
り
、
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

行
為
は
、
国
際
連
合
憲
章
に
反

す
る
行
為
で
あ
り
、
去
る
三
月

七
日
、
神
奈
川
県
議
会
は
、
全

会
一
致
で「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
に
断
固
抗

議
す
る
決
議
」を
可
決
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
北
方
領
土
を

巡
る
情
勢
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
略
開

始
以
降
、
そ
の
展
望
を
語
れ
る

状
況
に
は
な
く
、
ロ
シ
ア
外
務

省
に
よ
り
平
和
条
約
締
結
に
向

け
た
交
渉
の
中
断
、
ビ
ザ
な
し

交
流
を
含
む
四
島
交
流
事
業
の

打
ち
切
り
が
表
明
さ
れ
る
な
ど
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

元
島
民
の
方
々
か
ら
は
、「
高

齢
で
先
が
長
く
な
い
中
、
解
決

の
道
筋
す
ら
見
失
い
、
言
葉
が

出
て
こ
な
い
」、「
も
う
島
に
は

渡
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
な

ど
、
悲
痛
な
声
が
上
が
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、

我
々
県
民
会
議
は
、
情
勢
が
厳

し
い
今
こ
そ
、
北
方
領
土
問
題

を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結

す
る
と
い
う
我
が
国
の
一
貫
し

た
基
本
方
針
の
下
、
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
が
日
露
間
の
平

和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
平
和
運
動
で
あ
る

と
い
う
原
点
に
立
ち
返
り
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
県
民
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
関
心
を
さ
ら
に

深
め
、
一
日
も
早
い
返
還
を
求

め
る
多
く
の
声
を
結
集
す
る
な

ど
、
返
還
の
機
運
を
高
め
て
い

く
所
存
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

北
方
領
土
返
還
要
求
に
関
す
る

世
論
を
盛
り
上
げ
、
運
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
よ
り
一
層

の
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
で
は
、
七
月
十
二
日（
火
）、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
書
面
に
て
令
和
四

年
度
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
会
長
に

し
き
だ
博
昭 

県
議
会
議
長

�

を
選
任

令 和 4 年 度 役 員 名 簿
役職名 氏　　　名 団体等の職
会 長 しきだ　博　昭 神奈川県議会議長

副会長
白 石 俊 雄 日本労働組合総連合会神奈川県連合会顧問
常 盤 健 嗣 公益社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会会長

事務局長 萩 原 周 子 日本労働組合総連合会神奈川県連合会副事務局長

理 事

西 村 明 夫 神奈川県商工会議所連合会専務理事
由 良 竜 一 神奈川県農業協同組合中央会常務理事
石　川　壽々子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会会長
斉 藤 洋 子 川崎市地域女性連絡協議会理事
綾 井 祐 一 北方領土問題対策協会神奈川県推進委員

監 事
高 橋 征 人 神奈川県漁業協同組合連合会代表理事会長
坂 井 雅 幸 公益社団法人横浜貿易協会常務理事

納沙布岬

こ
の
原
稿
を
書
き
始
め
た
前

日
の
令
和
四
年
七
月
八
日
、
奈

良
市
内
の
路
上
で
街
頭
演
説
を

し
て
い
た
安
倍
晋
三
元
総
理
大

臣
が
銃
撃
を
受
け
お
亡
く
な
り

に
な
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し

ま
し
た
。
安
倍
元
総
理
は
、
総

理
在
任
中
、
北
方
領
土
返
還
交

渉
で
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
二
十
七
回
の
ト
ッ
プ
会
談

を
行
う
な
ど
、
北
方
領
土
問
題

の
解
決
に
向
け
て
大
変
御
尽
力

い
た
だ
い
て
い
た
だ
け
に
、
大

変
残
念
で
す
。
改
め
て
御
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
い

か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
暴

力
を
も
っ
て
、
尊
い
命
を
奪
う

こ
の
よ
う
な
蛮
行
は
、
断
じ
て

許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

略
を
開
始
し
、
五
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
を
は

じ
め
と
す
る
欧
米
諸
国
と
ロ
シ

ア
の
深
刻
な
対
立
が
続
い
て
い

ま
す
。
多
く
の
国
か
ら
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
暴
挙
を
非
難
す
る

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
北
方
領
土
返
還
運

動
を
三
十
余
年
続
け
て
い
ま
す

が
、運
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
、

ロ
シ
ア
と
い
う
国
の
歴
史
、
と

り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
と

ロ
シ
ア
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
日

露
戦
争
を
題
材
に
し
た「
坂
の

上
の
雲
」で
有
名
な
司
馬
遼
太

郎
氏
の
著
書
を
拝
読
し
た
こ
と

で
す
。
司
馬
氏
は
、
著
書
「
ロ

シ
ア
に
つ
い
て
・
北
方
の
原
型
」

の
冒
頭
、「
私
ご
と
に
な
り
ま

す
。
か
つ
て
『
坂
の
上
の
雲
』

と
い
う
作
品
を
書
い
て
い
る
と

き
四
年
半
ば
か
り
│
ま
た
そ
の

後
『
菜
の
花
の
沖
』
と
い
う
作

品
を
書
い
て
い
る
と
き
三
年
間

ほ
ど
│
ロ
シ
ア
と
は
な
に
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
つ
づ
け
た
の

で
す
、
い
ま
か
ら
、
そ
う
い
う

作
業
の
な
か
で
感
じ
た
こ
と
を

の
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。た
だ
、

こ
れ
だ
け
は
冒
頭
に
い
っ
て
お

き
た
い
こ
と
で
す
が
、
ち
か
ご

ろ
気
づ
か
わ
し
い
こ
と
は
、「
北

方
領
土
」と
よ
ば
れ
る
島
々
を

返
せ
、
と
い
う
国
内
世
論
の
盛

り
あ
げ
運
動
の
こ
と
で
す
。
た

し
か
に
国
際
法
的
に
は
狭
義
の

北
方
領
土
（
歯
舞
・
色
丹
と
択

捉
・
国
後
）
は
古
く
か
ら
日
本

に
属
し
、
い
ま
も
属
し
て
い
ま

す
。
固
有
の
領
土
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
江
戸
期
以
来
の
な

が
い
日
露
交
渉
史
か
ら
み
て
も

自
明
の
こ
と
で
す
。」
と
返
還

要
求
運
動
に
つ
い
て
も
触
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
記
述
を

読
み
返
す
と
、
返
還
運
動
を
始

め
た
若
か
り
し
頃
の
記
憶
が
蘇

り
ま
す
。
ま
た
、「
ソ
連
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、領
土
的
に
は
、

帝
政
ロ
シ
ア
以
来
、
膨
張
に
よ

っ
て
で
き
あ
が
っ
た
国
で
す
。

た
と
え
ば
、
中
国
と
の
あ
い
だ

会
長
就
任
に
当
た
っ
て

�

神
奈
川
県
議
会
議
長　
　

し
き
だ　

博　

昭

に
も
、
中
国
側
か
ら
す
れ
ば
多

く
の
領
土
問
題
を
も
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
請
求
権
に
つ
い
て
の

態
度
は
、
対
ソ
外
交
の
そ
の
と

き
ど
き
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
潜

在
化
し
た
り
、
そ
の
請
求
権
に

つ
い
て
の
態
度
は
、
対
ソ
外
交

の
そ
の
と
き
ど
き
の
あ
り
方
に

よ
っ
て
潜
在
化
し
た
り
、
顕
在

化
し
た
り
し
て
き
ま
し
た
。
も

し
ソ
連
が
、
無
償
で
│
無
償
な

ど
あ
り
え
な
い
こ
と
で
す
が
│

北
方
四
島
を
日
本
に
返
還
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
と
お
な

じ
法
解
釈
の
も
と
で
、
多
く
の

手
持
ち
の
領
土
を
、
そ
れ
は
わ

が
国
の
固
有
領
土
だ
と
思
っ
て

い
る
国
々
に
対
し
て
も
返
還
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
り
く
つ

が
な
り
た
ち
ま
す
。」
な
ど
と
、

旧
ソ
連
の
国
の
成
り
立
ち
に
触

れ
つ
つ
、
旧
ソ
連
時
代
に
四
島

返
還
が
成
さ
れ
る
可
能
性
の
低

さ
に
言
及
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
と
が
き
で
は
、「
と
も

か
く
も
、日
本
と
こ
の
隣
国
は
、

交
渉
が
は
じ
ま
っ
て
わ
ず
か
二

百
年
ば
か
り
の
あ
い
だ
に
、
作

用
と
反
作
用
が
か
さ
な
り
あ

い
、
累
積
し
す
ぎ
た
。
国
家
に

も
心
理
学
が
適
用
で
き
る
と
す

れ
ば（
げ
ん
に
で
き
る
が
）、
こ

の
ふ
た
つ
の
国
の
関
係
ほ
ど
心

理
学
的
な
も
の
は
な
い
。
つ
ま

り
は
、
堅
牢
な
理
性
と
お
だ
や

か
な
国
家
儀
礼
・
慣
習
だ
け
で

た
が
い
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

（
た
と
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
と

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
関
係
の
よ
う

に
な
る
）
に
は
、
よ
ほ
ど
の
歳

月
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。」

な
ど
と
、
日
露
関
係
が
歴
史
的

に
も
難
し
い
こ
と
を
著
し
て
い

ま
す
。

司
馬
遼
太
郎
氏
の
こ
れ
ら
の

記
述
の
と
お
り
、
旧
ソ
連
時
代

も
含
め
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

北
方
領
土
返
還
運
動
を
巡
る
情

勢
、
日
露
関
係
は
厳
し
い
ま
ま

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
き

ら
め
る
こ
と
な
く
、
今
後
も
粘

り
強
く
、
北
方
四
島
が
我
が
国

「
固
有
の
領
土
」
で
あ
る
こ
と

を
ロ
シ
ア
に
対
し
要
求
し
続
け

る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
問
題
を

我
が
国
の
青
少
年
た
ち
に
伝
え
、

ロ
シ
ア
の
青
少
年
と
の
交
流
を

図
り
、
相
互
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
運
動
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。�

（
綾
井
）

第
一
号
議
案
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
、
会
長
に
は
、
選
出
母
体
の
役
員
改

選
に
よ
り
、
前
神
奈
川
県
議
会
議
長
の

小
島
健
一
氏
に
替
わ
り
、
先
の
県
議
会

で
新
た
に
神
奈
川
県
議
会
議
長
に
就
任

し
た
し
き
だ
博
昭
氏
を
選
出
し
ま
し

た
。
ま
た
、
任
期
満
了
及
び
選
出
母
体

の
役
員
の
改
選
等
に
よ
り
、
令
和
四
年

度
役
員
名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
役

員
を
選
出（
再
任
）し
ま
し
た
。

次
い
で
、
第
二
号
議
案
令
和
三
年
度

事
業
報
告
、
第
三
号
議
案
令
和
三
年
度

収
支
決
算
、
第
四
号
議
案
令
和
四
年
度

事
業
計
画（
案
）、
第
五
号
議
案
令
和
三

年
度
収
支
予
算
（
案
）
を
全
会
一
致
で

承
認
し
ま
し
た
。

◇
し
き
だ 

博
昭 

会
長
◇

神
奈
川
県
議
会
議
員（
横

浜
市
都
筑
区
選
出
）。
平
成

十
五
年
に
初
当
選
以
来
、
五

期
当
選
。

こ
の
間
、
県
民
企
業
常
任

委
員
会
、厚
生
常
任
委
員
会
、

予
算
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
等
の
各
委
員
長
及
び
自

由
民
主
党
神
奈
川
県
議
会
議

員
団
団
長
を
歴
任
。

令
和
四
年
五
月
神
奈
川
県

議
会
議
長
に
就
任
。
広
島
県

出
身
。
五
十
三
歳
。
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神
奈
川
県
立
金
沢
総
合
高
等
学
校
の

生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら

�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
受
け
る

編
集
後
記

◇
小
島
健
一
前
会
長
、
一
年
間

御
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
四
年
度

は
、
第
百
十
五
代
県
議
会
議
長

し
き
だ
博
昭
氏
に
、
会
長
に
御

就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
五
月
二
十
五
日
、
県
民

会
議
檜
垣
明
宏
前
事
務
局
長
が

議
長
室
を
訪
ね
、
県
民
会
議
の

概
要
等
説
明
を
行
い
、
総
会
を

書
面
開
催
す
る
旨
等
に
つ
い
て

も
御
伝
達
し
ま
し
た
。
議
長
に

は
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
情
勢
を
踏

ま
え
、
書
面
会
議
と
す
る
旨
に

つ
い
て
御
理
解
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
今
秋
に
は
県
民
大
会
を

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
御

了
承
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
き
だ
会
長
、
ど
う
ぞ
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
綾
井
）

これはどこを
描いた古地図
でしょうか？

九州地方周辺

北海道地方周辺

四国地方周辺

https://hpayai.wixsite.com/education/educational-conferencehttps://hpayai.wixsite.com/education/educational-conference

上記の問題の正解と作文コンクールの詳細はWEBサイトで！上記の問題の正解と作文コンクールの詳細はWEBサイトで！

主　催：北方領土返還要求運動神奈川県民会議・神奈川県北方領土問題教育者会議
後　援：神奈川県・神奈川県教育委員会・独立行政法人北方領土問題対策協会
主　催：北方領土返還要求運動神奈川県民会議・神奈川県北方領土問題教育者会議
後　援：神奈川県・神奈川県教育委員会・独立行政法人北方領土問題対策協会

※県内中高生を対象とした夏休み北方領土作文コンクールです。

神奈川県北方領土問題教育者会議

神
奈
川
県
北
方
領
土
問
題
教
育
者

会
議
で
は
、
今
年
も
中
高
生
か
ら
の

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す

「北方領土に関する作文コンクール」を今年も実施していま
す。テーマは、「北方領土に関すること」。締切りは令和₄年
8月₂₆日（金）までです。

詳しくは、教育者会議ホームページを御覧ください。
https://hpayai.wixsite.com/education/

令和-年度作文募集
⎧
⎜
⎩

⎫
⎜
⎭

北方領土パネル展
2022

 IN かながわ開催

「北方領土パネル展2022 IN�かながわ」
を令和₄年 8月₂9日（月）～₃1日（水）の
₃日間、神奈川県庁新庁舎1階ロビー
にて開催します。

第36回 北方領土返還要求運動神奈川県民大会
日時： 令和 ₄ 年11月10日（木） 18時00分～19時45分
場所： 横浜情報文化センター　情文ホール
内

（予定）
容： 北方領土寄席、法政大学志雄志会［沖縄及び北方対策担当大臣賞

（北方領土返還要求運動推進功労者表彰記念）受賞］発表ほか
皆様、ふるって御参加ください。

令
和
四
年
五
月
十
三
日（
金
）、

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈

川
県
民
会
議
及
び
北
方
領
土
問

題
教
育
者
会
議
は
、
神
奈
川
県

立
金
沢
総
合
高
等
学
校（
以
下

「
金
沢
総
合
高
校
」と
い
う
。）の

生
徒
さ
ん
六
名
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。
同
校

は
、「
地
域
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
学

習
」の
一
環
と
し
て
北
海
道
を

テ
ー
マ
に
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
お
り
、
今
秋
、
北
方
領
土
隣

接
地
域
へ
の
修
学
旅
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
北

方
領
土
問
題
に
つ
い
て
、領
土
・

主
権
展
示
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
デ
ジ
タ
ル
展
示
館
の
動
画
を

視
聴
し
、「
北
方
領
土
問
題
の

概
要
」、「
北
方
領
土
問
題
の
歴

史
的
経
緯
」に
つ
い
て
学
ぶ
と

と
も
に
、
北
方
領
土
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン「
エ
ト
ピ
リ
カ
～
想
い

を
紡
ぐ
鳥
～
」を
視
聴
し
た
後
、

次
の
と
お
り
、
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

❶
こ
ち
ら
の
団
体
で
は
︑
主
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
か
？

北
方
領
土
神
奈
川
県
民
会
議

で
は
、
県
民
大
会
の
開
催
、
北

方
領
土
の
視
察
研
修
、
パ
ネ
ル

展
、
ト
レ
イ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
、
懸

垂
幕
の
掲
出
等
の
広
報
活
動
の

実
施
な
ど
県
民
総
ぐ
る
み
の
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

❷
な
ぜ
︑
こ
の
活
動
を
始
め
よ

う
と
思
っ
た
の
で
す
か
？

国
に
よ
る
外
交
交
渉
を
下
支

え
し
、
北
方
領
土
の
一
日
も
早

い
返
還
を
実
現
す
る
た
め
、
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

❸
北
方
領
土
の
四
島
の
名
前
の

由
来
は
何
で
す
か
？

・
歯
舞
群
島

�

名
称
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
流
氷
の
あ
る
島
」で
す
。

・
色
丹
島

�

名
称
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
大
き
な
集
落
の
あ
る
地
」

で
す
。

・
国
後
島

�

名
称
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
草
の
島
」で
す
。

・
択
捉
島

�

名
称
の
由
来
は
ア
イ
ヌ
語
で

「
岬
の
あ
る
場
所
」で
す
。

❹
北
方
領
土
の
島
に
︑
実
際
に

行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？︵
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
︶現
地
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
し
た
の
で
す
か
？

昨
年
度
ま
で
当
県
民
会
議
に

在
籍
し
て
い
た
職
員
の
一
人

が
、
三
年
前
、
ビ
ザ
な
し
交
流

で
国
後
島
に
行
き
ま
し
た
。
現

地
で
は
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
を

行
い
、
ニ
シ
ン
の
サ
ラ
ダ
マ
リ

ネ
な
ど
を
御
馳
走
に
な
っ
た

り
、
民
族
衣
装
を
着
せ
て
も
ら

っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

❺
終
戦
当
時
︑
北
方
領
土
の
四

島
に
い
た
日
本
人
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
？

終
戦
当
時
、
島
に
は
約
一
万

七
千
人
の
日
本
人
が
住
ん
で
い

ま
し
た
。
一
九
四
五
年
の
ソ
連

侵
攻
に
よ
り
そ
の
半
数
が
自
力

で
島
を
脱
出
し
、
残
り
の
島
民

は
一
九
四
七
年
～
四
八
年
に
か

け
て
強
制
的
に
退
去
さ
せ
ら
れ
、

樺
太
で
の
抑
留
を
経
て
、
日
本

に
送
還
さ
れ
ま
し
た
。
飢
餓
と

衛
生
状
態
の
悪
さ
で
多
く
の
人

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

❻
北
方
領
土
の
四
島
す
べ
て

に
︑
ロ
シ
ア
人
は
移
住
し
て

き
て
い
る
の
で
す
か
？

ロ
シ
ア
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

歯
舞
群
島
に
居
住
者
は
い
ま
せ

ん
。
色
丹
島（
三
︐三
一
九
人
）、

国
後
島
（
八
︐五
六
六
人
）、
択

捉
島
（
六
︐四
八
〇
人
）（
二
〇

二
〇
年
時
点
）。

❼
北
方
領
土
が
日
本
に
返
還
さ

れ
た
ら
︑
移
住
し
て
い
る
ロ

シ
ア
人
の
人
た
ち
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
？

政
府
は
、
領
土
問
題
の
解
決

に
当
た
っ
て
は
、
現
在
北
方
四

島
に
居
住
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人

の
人
権
、
利
益
及
び
希
望
を
十

分
に
尊
重
し
て
い
く
考
え
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

❽
今
後
︑
こ
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
か
？

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

は
、
北
方
領
土
返
還
が
実
現
さ

れ
る
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
く
、

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

❾︵
最
後
に
︶
私
た
ち
高
校
生

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
︒

昨
年
九
月
末
時
点
で
元
島
民

の
方
々
は
五
︐五
〇
〇
人
余
り

と
な
り
、
平
均
年
齢
も
八
十
六

歳
を
超
え
、
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
返
還
要
求
運
動
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

高
校
生
の
み
な
さ
ん
の
よ
う

な
若
い
世
代
の
方
々
に
こ
の
運

動
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

県
民
会
議
で
は
、
本
年
度
も

八
月
に
パ
ネ
ル
展
、
十
一
月
に

県
民
大
会
を
実
施
す
る
予
定
で

す
の
で
、
是
非
、
み
な
さ
ん
に

も
御
参
加
い
た
だ
き
、
運
動
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

是
非
、
修
学
旅
行
で
北
方
領

土
を
目
で
見
て
、話
を
聞
い
て
、

身
近
に
感
じ
て
、
問
題
解
決
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
た
ら
高
校
生
の
間
で

北
方
領
土
問
題
の
普
及
啓
発
が

進
む
か
、ア
イ
デ
ア
を
下
さ
い
！

後
日
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
か

ら
は
、「
北
方
領
土
の
問
題
に

つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
、
私
た

ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
一

人
ひ
と
り
の
行
動
の
大
切
さ
に

つ
き
ま
し
て
思
い
を
新
た
に
い

た
し
ま
し
た
。」
と
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
で
の

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
是
非
、
修

学
旅
行
ま
で
に
北
方
領
土
問
題

へ
の
学
習
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

北方領土アニメーション「エトピリカ ～想いを紡ぐ鳥～」
「エトピリカ ～想いを紡ぐ鳥～」は、北方領土元島民の証言を参考に制作されたアニメーションです。
若年層をはじめ多くの方に、終戦当時、北方領土で何が起きたのか、そして、元島民が強いられた「故郷を追われる」過酷な体験

についてより深く知ってもらい、北方領土返還に関する機運を高める目的で北方領土問題対策協会が制作しました。YouTubeで公開
中ですので、是非、こちらのアドレス及び ₂次元コードから御覧ください。� https://www.youtube.com/watch?v=dJdjY_Vsk0I

「北方領土を目で見る運動」
 修学旅行誘致事業
北方領土学習プログラムを取り入れた修学旅行等を誘致

するため、全国の中学校・高等学校等を対象に修学旅行等
の経費（北方領土学習プログラム、交通費（借上バス、航空
運賃）、宿泊費、隣接地域内で参加・体験型プログラム）に
ついて北方領土問題対策協会による補助が実施されていま
す。金沢総合高校も、本補助の適用を受け、今秋の修学旅
行を実施予定です。

北方領土学習プログラム
（1）�北方領土の洋上視察研修
（2）�隣接地域内の北方領土
（3）�元島民等による講話
（4）�隣接地域内の基幹産業の視察・体験を通じた北

方領土研修
（5）�隣接地域内の中学校・高等学校等の生徒との交

流を通じた北方領土研修
※�上記北方領土学習プログラムを ₂ 種類以上実施した場合が
補助対象となります。補助を利用する場合には事前に（修学
旅行を実施する前に）手続を行う必要があり、申込順に受付、
予算が無くなり次第終了となります。

【 申し込み、問合せ先 】
委託先：�北方領土隣接地域振興対策根室管内市町連絡協

議会事務局（根室市役所内）
� 電話：0153 - 23 - 6111（内線2227、2228）
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